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	 1．神奈川歯科大学学会雑誌（神奈川歯学）（以下，本
誌）は，神奈川歯科大学学会が発行する公式雑誌
である。

	 2．本誌に発表する論文は本投稿規定に従って作成さ
れなければならない。

	 3．本誌への投稿論文について，筆頭著者は神奈川歯
科大学学会会員に限るものとし，会員以外の者を
含むことが出来る。投稿原稿の内容は，歯科医学
の基礎ならびに臨床に関するもので，他の雑誌に
発表していないもの，または投稿中でないものに
限る。

	 4．研究倫理に抵触する論文は受け付けない。とくに，
インフォームドコンセントを得ておくことが重要
な研究ではその旨を論文に明記し，ヒトを対象と
する場合はヘルシンキ宣言（1964 年採択）を遵守
したものでなければならない。また，研究課題に
よっては，所属施設の研究倫理審査委員会または
これに準じるものの承認が必要となる。

	 5．動物実験については「実験動物の飼養及び保管等
に関する基準」（昭和 55 年 3 月 27 日総理府告示
第 6 号）に基づいて倫理的に行なわれたものでな
ければならない。

	 6．ヒトゲノム・遺伝子解析研究においては，人間の
尊厳及び人権を尊重し，社会の理解と協力を得て，
適正に研究を実施する「ヒトゲノム・遺伝子解析
研究に関する倫理指針（文部科学省，厚生労働省，
経済産業省，平成 25 年 2 月 8 日全部改正）によ
る規定を遵守すること。

	 7．遺伝子治療臨床研究については，「遺伝子治療臨
床研究に関する指針（文部科学省，厚生労働省，
平成 20 年 12 月 1 日一部改正）による規定を遵守
すること。

	 8．疫学研究については，「疫学研究に関する倫理指
針（文部科学省、厚生労働省，平成 25 年 4 月 1
日一部改正）による規定を遵守すること。

	 9．個人情報の取り扱いについては，「臨床研究に関
する倫理指針」（厚生労働省，平成 20 年 7 月 31
日改正）による規定を遵守すること。

10．投稿原稿は和文あるいは英文で簡潔に記述された
ものとする。

11．本誌の発行は原則として年 2 回とし，投稿締め切
りおよび発行予定日はそれぞれ下記の通りとする。

　　投稿締め切り　　発行予定日
　　1 号　　　　　2 月末日　　　　	 6 月末日
　　2 号　　　　　8 月末日　　　　12 月末日
12．刷り上り 5 頁までは，論文 1 頁につき学会が，一

定額の掲載料補助を行う。なお，図表，写真，カ
ラー印刷などの実費，発送および別刷にかかわる
費用は著者負担とする。
超過頁料は 5,000 円／頁，カラー印刷代は 8,000

円／頁
別 刷 代 は 50 部 10,000 円，100 部 11,000 円，150
部 12,000 円，200 部 13,000 円とする。

13．投稿原稿には必ず論文投稿票を添付する。
14．投稿原稿が学会事務局へ到着した日付をもって，

受付日とする。
15．投稿原稿は複数の査読者の意見をもとに編集委員

会で検討し，その採否を決定する。受理された論
文については受付順に掲載する。採用論文の掲載
証明は希望がある場合に発行する。

16．投稿原稿の送付先および問い合わせ等は，学会事
務局とする。

　　　〒 238-8580　神奈川県横須賀市稲岡町 82
　　　神奈川歯科大学内　神奈川歯科大学学会事務局
　　　電話　046-823-9415（直）（Fax 共用）
17．著者による校正は，原則として１校までとし，そ

の際には字句の著しい変更，追加，削除などは認
めない。校正刷は所定の日までに必ず返却する。

18．掲載済みの原稿及び記録媒体は原則として返却し
ない。

19．本誌掲載の著作物の著作権（著作権法 27 及び 28
条の権利を含む）は本学会に譲渡し，委員会の許
可無く他誌への掲載は認めない。ただし，論文の
内容については著者が責任を負う。

20．本誌掲載の論文等は、神奈川歯科大学リポジトリ
規定に基づき公表後に神奈川歯科大学図書館学術
情報リポジトリへ自動的に登録されるものとする

21．論文の末尾（文献の前）に，原稿内に論じられて
いる主題または資料について利益相反の有無を明
記すること。

22．この規定にない事項は，別に編集委員会で決定す
る。

23．投稿規定は改正することがある。
付則

	 1．本規定は昭和 42 年 3 月から施行する。
	 2．本規定は昭和 61 年 6 月から一部改正し施行す

る（第 21 巻 1 号より適用）
	 3．本規定は平成 11 年 11 月 25 日から改正し施行

する（第 34 巻 4 号より適用）
	 4．本規定は平成 16 年 11 月 25 日から改正し施行

する（第 40 巻 1 号より適用）
	 5．本規定は平成 26 年 6 月 12 日から改正し施行す

る（第 49 巻 2 号より適用）
	 6．本規定は平成 28 年 6 月から一部改正し施行す

る（第 51 巻 1 号より適用）
	 7．本規定は平成 28 年 12 月から一部改正し施行す

る（第 52 巻 1 号より適用）
　投稿にあたっては「投稿規定」のほか，必ず「投稿
の手引き」に準拠すること。

神奈川歯学投稿規定
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投稿票
	 1．投稿票は本誌最新号に綴じ込みのもの（打ち直し，

コピー可）を使用する。
	 2．論文の分類は該当する論文種別にレ印で示す。
	 3．論文タイトルは副表題があれば副表題まで記載す

る。
	 4．略表題（ランニングタイトル）欄には論文内容を

的確に表す略表題を 25 文字以内で記載する。欧
文文字は 2 個が日本文字 1 個に相当する。

	 5．著者名は全員記載する。
	 6．所属は省略せず，正式名称を記載する。
	 7．別刷希望部数は 50 部単位で記載する。
	 8．連絡先は校正刷りの郵送先を記載する。
	 9．裏面のチェックリスト（打ち直し，コピー可）に

より，著者自身で投稿原稿内容の確認を行い，著
者チェック欄にチェックする。

本文が日本語の場合（英文の場合，英文による投稿規
定を参照）
論文の形式
	 1．原著論文は原則として表紙，英文抄録，本文，文

献からなる。総説，症例報告なども，原則として
これに従う。

	 2．原著論文の形式は原則として表紙，英文抄録（英
語論文では和文抄録），緒言，実験材料（または
対象）および方法，結果あるいは成績，考察，結
論あるいは総括，文献の順に記載する。原著論文
以外の総説，症例報告，調査研究なども，原則と
してこれに準ずる。

	 3．論文の表題，副表題は簡潔に内容を表したもので
あること。

	 4．研究の内容が専門分野以外の人にも理解できる説
明文あるいは解説文（200 字以内）を添付する。

	 5．投稿原稿は口語体，新仮名づかい，平仮名，横書
きとし，漢字は学術用語など特殊な場合を除き当
用漢字を用いる。外国人名および地名は原語とす
る。

	 6．A4 判用紙を用い，横 30 字×縦 40 行とする。
	 7．原則として，原稿は電子ファイルとして作成する

こと。ファーマットは以下に示す。
テキスト：Microsoft	Word
図および表：Microsoft	Office	（DOC	（X），XLS	

（X），PPT	（X）），jpg，gif，png，EPS，TIFF，
または	pdf とする。印刷原稿の解像度として，
300	dpi を必要とする。

表　紙
	 1．表紙には中央上段より和文による表題，著者名，

所属を記載し，その下に英文で表題，著者名，所
属機関名，所属機関の住所を記載する。

	 2．論文発行後の責任著者（corresponding	author）
の氏名，所属機関名，所属機関の住所，メールア
ドレスを記載し，氏名の右肩に * を記載する。

	 3．英文表題は冠詞，前置詞，接続詞などの付属語な
らびに慣用の特殊語を除き頭文字を大文字，以下
を小文字で記す。またハイフンでつながる複合語
はハイフンの後は小文字で記す。

	 4．キーワード（索引用語）は 4 語以下とし，各語と
も極力少文字数で表現する。

	 5．論文内容を的確に表す 25 文字以内のランニング
タイトルをつける。

英文抄録
	 1．英文抄録本文は原則として 250 ～ 300 ワード以内

とする。
	 2．原稿は A4 判用紙にダブルスペースで印字する。
	 3．英文抄録の英文校閲が必要な場合，これに伴う費

用は著者負担とする。

本　文
	 1．本文は原則として緒言，実験材料（または対象）

および方法，結果あるいは成績，考察，結論ある
いは総括，文献の順に記載する。

	 2．緒言，実験材料および方法，結果あるいは成績，
考察，結論の見出しには数字をつけない。

	 3．文中の項目を細分する場合は　1.,　2.,　3.,　1），
2），3），（1），（2），（3），a），b），c），の順によ
るものとする。

	 4．本文中の文献引用箇所には，その右肩に片括弧で，
本文中に出てきた順に番号をつける。

	 5．文中の外国語（欧文）は下記の通りとする。
1）　人名：通常姓のみを記す。
2）　製品名，製造者名：原語で示す必要があれば，

頭文字を大文字，以下を小文字とする。
3）　普通名詞：ドイツ語，ラテン語は頭文字を大文

字，以下を小文字とする。英語，フランス語は
すべて小文字で記す。

4）　学名：二名法により属名の頭文字を大文字，以
下を小文字とし，イタリックで記す。3 回以上
使用する場合は 2 回目以後属名を省略し，頭文
字で表記する。例；Streptococcus	mutans	→	S. 

投稿の手引き
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mutans
5）　その他：原語で示す必要があれば，慣用の特殊

語を除きすべて小文字で記す。
6）　 単 位 は 原 則 と し て SI 単 位 系 を 使 用 す る。

Journal	of	Biological	Chemistry,	1999 年，274
巻 1 号，551–552 頁を参照のこと。

7）　研究補助金についての記載，謝辞，その他の特
記事項は結論の末尾に付記する。

利益相反
　投稿論文に関連する研究助成（企業からの研究委託
も含む）に関して，助成機関（依頼企業），助成番号（委
託番号）を記す。該当する利益相反がない場合も「申
告すべき利益相反なし」と記載する。

文　献
	 1．文献は本文末尾に一括して引用順に記載する。
	 2．記載方法

1）　雑誌論文：引用番号．著者（全員記載し，共著
者はカンマで区切る）．論文題目．掲載誌名	掲
載巻：通巻ページ始－終，掲載西暦年．
例；1.	 山田太郎，鈴木京子，田中一郎．アマ

ルガム充填に関する研究．日歯保誌 37：
2017-2022,	1994．

　　2.	Clark	AB,	Erickson	D,	Hamilton	FG.	
Tensile	 strength	 and	 modulus	 of	
elasticity	of	several	composite	resins.	 J 
Dent Res	37：618-621,1992.

2）　単行本：引用番号．著者（共著者）．書名；上・
下巻，刷数，出版社名，出版社所在都市名，引
用ページ，発行西暦年．
例；3.	Phillips	RW.	Skinner’s	science	of	dental	

materials；9th	 edition,	WB	Saunders	
Co.,	Philadelphia,	219-221,	1991.

　　4.	Ellen	R.	Ecological	 determinants	 of	
dental	root	surface	caries.	In：Cariology	
for	 the	mineties.	 Bowen	WH,	Tabak	
LA,	 editors;	University	 of	Rochester	
Press,	Rochester,	25-35,	1993.

3）　翻訳書：引用番号．原著者（原語）．監訳者名：
翻訳者名；翻訳書上 – 下巻，翻訳書版数，翻訳
書出版社名，翻訳書出版都市名，翻訳書の引用
ページ，翻訳書の発行西暦年．
例；⒌	Roskoski	R	Jr．田島陽太郎，監訳：秋

野豊明，石川喜一，佐藤詔子，田島陽太
郎　翻訳；ロスコスキー・生化学，初版，
西村書店，東京，339-353,	1999.

4）　印刷中の論文：引用番号．著者：論文題目；掲
載誌名　掲載巻，掲載西暦年，印刷中．
例；6.	Sato	KE.	Effect	 of	 tooth	brushes	 on	

gingival	abrasion；J Periodont Res	29,	
1994.	印刷中．

	 3．掲載誌名の省略は原則として医学中央雑誌，
Index	Medicus	で用いられている省略法を採用す
る。

図，表
	 1．図（グラフ），写真，表などは図と表に分類して

番号をつける。
	 2．図・表にはそれのみで理解できるような説明（日

本語または英語）をつける。
	 3．図の説明は別紙にまとめて記載する。表の説明は

それぞれ表に明記する。
	 4．図には原則として，上部と右側の囲い線を使用し

ない。
	 5．表の縦罫線は可能な限り使用しない。
	 6．図・表の表面右下余白に番号，著者名（所属），

天地および縮小率を必ず記載する。
	 7．図・表の縮小率は横幅が	7	cm	または	14	cm	を

基準に記載する。直接長さで記載してもよい。縮
小率が不明の場合は編集委員会に委託するむね記
載する。

	 8．図・表の挿入箇所を本文の右側に朱書する。
	 9．顔写真には「目隠し」を施して、その人物が特定

できないよう配慮すること。

記録媒体添付について
	 1．編集委員会では投稿原稿にこれと同一内容を記録

した	USB メモリー又は	CD–R	を添付することを
推奨する。

	 2．記録媒体を添付した場合でも，ワープロなどによ
る印刷された原稿をオリジナルとして扱い，記録
媒体は印刷所における組版の補助に使用する。

	 3．ファイル名には筆頭著者名と内容	( 本文，図また
は表など )	を用いることが望ましい。

　　例：稲岡太郎－本文 .docx

原稿の形式
	 1．ファイル構成；すべてを１つのファイルにされて

もよいが，英文抄録，文献，付表及び付図説明等
はそれぞれ別のファイルにすることを推奨する。
すべてのファイルを１枚の記録媒体に記録する。
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投稿原稿の送付
	 1．投稿原稿は投稿票，表紙，英文抄録，本文，文

献，付図説明の順に重ねる。これらは中央下に通
しページ番号をつけ，一括して上辺を綴じるか丈
夫なクリップでとめる。これらのコピーを 2 部添
付する。

	 2．図，表は番号順に重ね，それぞれ別に綴じるか丈

夫なクリップでとめる。
	 3．解説文には，表題，著者名，所属を記入する。
	 4．投稿票，表紙，英文抄録のコピーを１部添付する。
	 5．送付にあたっては図，表，写真，スライド，記録

媒体など損傷しないように十分に注意する。
	 6．同意承諾書および COI 申告書も添付する。

「学位申請論文」について
　神奈川歯学では，従来の原著論文にテーシス的要素
を入れた論文を「学位申請まとめ論文」として掲載す
ることにより，学位取得のための論文に関し，申請者
の便宜をはかることとした。
　「学位申請まとめ論文」についての留意点を以下に
説明する。
	 1．神奈川歯科大学大学院歯学研究科教授会の規定に

基づき申請者が主たる貢献者である論文をまとめ
て「学位申請まとめ論文」とする。その内容の一
部あるいはすべてが，他誌（使用言語を問わない）
にすでに出版されているか，あるいは印刷中であ
るために，「神奈川歯学」に「原著」として投稿
すれば二重投稿になる場合，「学位申請まとめ論
文」としての投稿が薦められる。これらの論文は，
将来，他者の「学位論文」，「学位申請まとめ論文」
あるいは「副論文」として使用できない点に留意
されたい。学位申請時にはその旨の誓約書を添付
しなければならない。

	 2．「学位申請まとめ論文」は論文検索のデータベー
スからは除外される可能性がある。「学位申請ま
とめ論文」を著者の業績リストに記載する場合は，
原著論文とは別にして，学位申請まとめ論文と明
記する。

学位申請まとめ論文作成上の注意
　論文作成上の注意としては，「神奈川歯学」投稿規
定を範とし，論文作成上の注意のうち，表題，項目の
記述，考察の内容，結論または総括，見出しの振り方，
外国語，図表の名称，文献，略号，単位，符号，キー
ワードについては同様とする。「学位申請まとめ論文」
が原著論文の投稿規定と異なる注意点のみを以下に記
載する。
	 1．原稿：表紙ページ右上に，「学位申請まとめ論文」

と記載すること。英文でのタイトル・著者名・所
属は不要である。さらに，「学位申請まとめ論文」

の内容の一部あるいは全部が，すでに原著として
他誌に印刷済み，あるいは印刷中の場合は，他誌
の別刷，もしくは印刷中であることを証明する書
類を添付しなければならない。

	 2．緒言：「学位申請まとめ論文」が「原著」論文よ
りもテーシスに近い性質であることを踏まえ，「原
著」論文以上に研究の背景についての十分な説明
が必要である。

	 3．図表（写真を含む）：掲載する図表はオリジナル
の外，すでに原著として，他誌に印刷中，あるい
は出版済みの論文から引用して用いること。これ
ら図表の主要な部分は学位申請者が主たる貢献者
である論文から引用することが必要で，かつ版権
に関する許可を版権所有者より得た図表（者）に
限る。版権所有者に転載許可を求める書式は神奈
川歯学編集委員会に申請されたい。「学位申請ま
とめ論文」の作成に使用した印刷中あるいは印刷
済みの，当該論文について，その一部あるいは全
部が，学位申請者の「学位申請まとめ論文」とし
て使用されることについては，全共著者の承認を
得，承諾書を添付しなければならない。

　　引用した図表を用いる場合，各図表の説明文の最
終部分において，次の様式によって出典を明らか
にしなければならない。英文例：（Kanagawa	T	
et al：Nature	690：76-77,	1994 の Fig.	1 を許可を
得て転載），和文例：（神奈川太郎ら：歯基礎誌
40：112-118，1998 の図２を許可を得て転載）。

	 4．謝辞：通常の謝辞に続き，段落を変えて，次の形
式で「学位申請まとめ論文」に含まれる論文を記
載すること。「本学位申請まとめ論文は神奈川太
郎ら：歯基礎誌，40：112-118，1998 の一部およ
び Kanagawa	T	et al：Nature	690：76-77，1994
の一部をまとめたものである。」

	 5．英文抄録（Abstract）：「学位申請まとめ論文」に
は英文要旨は不要である。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

学位申請まとめ論文投稿の手引き
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I. General Information
(1) Submission of Manuscript: Manuscripts for papers 

should be submitted in duplicate (one original and one clear 
copy) plus an electronic version to: The press editor of 
KANAGAWA DENTAL UNIVERSITY, Kanagawa Dental 
University, 82 Inaoka-cho, Yokosuka, Kanagawa 238-8580, 
Japan. Authors must pay ¥10,000 as an article processing 
charge for each article. However, the article processing 
charge is waived if one of the author is following case; a 
member of Kanagawa Odontological Society, the faculty 
member or the student of Kanagawa Dental University. 
Submitted manuscripts will be reviewed by two or more 
referees, whose opinions will be sent to the authors. Revised 
manuscripts (with two copies) should be accompanied by a 
copy of the unrevised version and by a brief letter including 
the changes that have been made. All revisions should be 
approved by all of the authors. Final decisions concerning 
acceptance of manuscripts are made by the Editorial 
Committee.

The article processing charge (10,000 Japanese yen) 
should be sent to the following account.

Name of Bank: RESONA BANK, LTD
A/C With Branch: YOKOSUKA BRANCH
Name of Account: 
KANAGAWASHIKADAIGAKUGAKKAI 
KAITYOU TAKAHASHI OSAMU
SW IFT Code: DIWAJPJT
Kind of Account: Saving Account
Account number: 0705910

(2) Proof: In principle, the author should proofread the 
galley proofs. Corrections other than spelling error, incorrect 
data and serious grammatical errors should be avoided. 
The Editorial Committee recommends the submission of 
manuscript that the correction of spelling errors and serious 
grammatical errors should be done by the checking system 
for MS word (version 98 or later). If the manuscript is 
revised or altered, it can be published in the txt issue.

(3) Copyright: KANAGAWA SHIGAKU (The journal 
of the Kanagawa Odontological Society) is copyrighted by 
Kanagawa Dental University. No reproduction or translation 
of any part of the manuscript published by the journal should 
be made without the consent of the Editorial Committee of 
the journal.

(4) Conflict of Interest: At the end of the text, under a 
subheading “Conflict of interest statement” all authors must 
disclose any financial and personal relationships with other 
people or organizations that could inappropriately influence 
(bias) their work. Examples of potential conflicts of interest 
include employment, consultancies, stock ownership, 
honoraria, paid expert testimony, patent applications/
registrations, and grants or other funding.

 Print out the “Assignment of Copyright” and the “Self 
reported Potential Conflict of Interest Disclosure Statement”. 
Fill in all contents and submit these forms to the Editorial 
Board along with your manuscript by e-mail or fax.

If there is no conflict of interests, authors should state that 

“The author(s) declare(s) that there is no conflict of interests 
regarding the publication of this paper.”

(5) Publication Cost: The authors of accepted original 
articles and reviews will be supplied free of charge up to 5 
printed pages. An exceeding page will be required to pay 
part of the printing cost as follows; additional pages cost is 
¥5,000 per page and 8,000 per page by color printing.

(6) Reprints: Reprints will only be sent after an order 
has been received. Cost of reprints is ¥10,000 (50 reprints), 
¥11,000 (100 reprints), ¥12,000 (150 reprints) and ¥13,000 
(200 reprints). Shipping fees must be paid in addition to the 
reprint costs.

II. Form and Style of Manuscript
Manuscripts should be typed on white paper (21 x 30 cm, 

A4 size; 8.5 x 11 inches) with double spacing throughout. 
Each sheet should have 60-65 strokes x 25-28 lines with 
wide margins, including references and legends to figures. 
All pages must be numbered at the bottom center. The pages 
should be numbered consecutively starting with the title 
page as 1. An electronic copy of the paper should accompany 
the final version of the manuscript including figures. USB 
flash drive or CD will not be returned to authors.

(1) Full papers: Full papers should include the following 
sections in the order listed:
a. Title page – the complete title of manuscript, names 

of all authors, laboratory of origin, addresses and 
a running title of no more than a 40-space length, 
including punctuations.

b. Abstract – 300 words presented in a concise form and 
including the purpose general methods, findings and 
conclusions of the research described in the paper. A 
list of 5 words or short phrases suitable for indexing 
should be typed at the bottom of the abstract page.

c. Introduction – summarize the rationale and purpose of 
the study, giving only strictly pertinent references. Do 
not review existing literature extensively.

d. Materials and Methods – should include explicit, 
concise descriptions of all new methods or procedures 
employed. Commonly used methods require only a 
citation of the original source. Descriptions should 
be such that the reader can judge the accuracy, 
reproducibility, reliability, etc. of the work.

e. Results – should include experimental data but not 
extended discussions of the relative significance. 
Results are more easily grasped by readers if they 
are presented in graphic or tabular form rather than 
discursively. Data should not be repeated in text, tables 
and figures.

f. Discussion – should be pertinent to the results. 
Speculation is to be based on data only; be concise 
and clear. Lengthy discussions will necessarily mean a 
delay in accepting manuscripts for publication. The text 
should be written with a logical connection between the 
introduction and conclusions.

g. Acknowledgement – acknowledgement only person 
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who have made substantive contributions to the 
study. Authors are responsible for obtaining written 
permission from everyone acknowledged by name 
because readers may infer their endorsement of the data 
and conclusions. Sources of financial support may be 
acknowledged.

h. References – the format should be as described in the 
Special instructions. The following are not a necessary 
part of all submissions. If included, they follow the 
preceding parts in the following order.

i. Charts, figures and tables.
j. Figure legends.

(2) Short communications: Short communications 
are not considered to be a preliminary publication of the 
data and, therefore, the same material cannot be published 
elsewhere as an original paper. Manuscripts are to be 
presented without subdivision into sections, with an average 
length of 1,500 words and with no more than 2 figures and/
or tables and no more than 15 references. An abstract, not 
exceeding 80 words, should be presented at the beginning of 
the article. Provide both a short running title, of no more than 
a 40-space length and 3 words or short phrases for indexing. 
Please refer to the Special Instructions for references and 
other manuscript requirements.

(3) Reviews: Occasionally, the journal will publish 
reviews, intended for a more general audience. One of 
the editors should be consulted before an author submits 
an unsolicited review to the journal. Any current topic or 
problem of interest in dental science or related fields will 
be considered. Manuscript should be no more than 15 
typewritten pages, with no more than 5 figures and/or tables 
and no more than 70 references. An abstract, not exceeding 
200 words, should be presented at the beginning of the 
article. Provide both a short running title, of no more than a 
40-space length, and 5 words or short phrases for indexing. 
Please refer to the Special Instructions for further details.

III. Special Instructions
(1) References: References should be numbered 

consecutively in the order in which they appear in the text, 
and should be kept to a pertinent minimum. References 
should include the beginning and ending page numbers. 
Identify references in the text, tables and figure legends by 
Arabic numerals in parentheses. References cited only in the 
tables or figure legends should be numbered in accordance 
with a sequence established by the first notation of that 
figure or table in the text. Use the style of the example below. 
Manuscripts accepted but not published may be cited in the 
reference list by placing “in press’’ after the abbreviated title 
of the journal. Articles in Japanese should state at the end of 
the reference, “in Japanese.’’ References must be verified by 

the author(s) against the original documents.
 Examples:
a. Standard journal article

(List all authors up to 6; for 7 or more list the first 3 and 
add “et al.’’) Fatt, P. and Ginsborg. B.L. (1958). The ionic 
requirements for the production of action potentials in 
crustacean muscle fiber. J. Physiol. 142: 516-543.
Thomas, Y., Sosman, J., Yrigoyen, O., et al. (1980). 
Functional analysis of human T-cell subsets defined by 
monoclonal antibodies. I. Collaborative T-T interactions 
in the immunoregulation of B-cell differentiation. J. 
Immunol. 125: 2402-2405.

b. Journal supplement
Frumin, A.M., Nussbaum, J. and Esposilo, M. (1979). 
Functional asplenia: demonstration of splenic activity by 
bone marrow scan. Blood 54 (suppl. 1): 26-28.

c. Chapter in a book
Hess, M.L., Warner, M. and Okabe, E. (1983). 
Hemmorrhagic shock. In: Handbook of Shock and 
Trauma, Altura, B.M. Lefer, A.M. & Schumer, W. (Eds.), 
New York, Raven Press, pp. 393-412.

d. Personal author(s)
Cameron, G.R. (1952). Pathology of the Cell. 2nd ed., 
Edinburgh, Oliver and Boyd, pp. 207-209. 

e. Published proceedings paper
DePont, B. (1974). Bone marrow transplantation in severe 
combined immunodeficiency with an unrelated MLC 
compatible donor. In Proceedings of 3rd annual meeting 
of the International Society for Experimental Hematology, 
While, H.J. & Smith, R. (Eds.), Houston: International 
Society for Experimental Hematology, pp. 44-50.

f. Online reference (website information, not journal 
related)

Williams A, Lea A, Allen D Kidneys and Cartwheels. 
Available at: http://www.science.com. Accessed 
November 10, 2001.
(2) Table and Illustrations: Each table or figure (scheme, 

diagram, phot, etc.) should be given on a separate sheet 
numbered with Arabic numerals (Table 1, Fig. 3, Scheme 
1, Photo 2, etc.). Each table or figure should have an 
explanatory title and legends, but the title or the legend for 
figure should not be included to the figure itself. All figures 
and photographs should be mounted on sheet of paper with 
the same size as the text. They should be identified in the 
upper margin with the figure or photo number the author’s 
name.

(3) Abbreviations: The following are to be used 
throughout: unpunctuated (mg, mg, g, kg, ml, ml, l, mm, cm, 
m, msec, sec, min, hr, %, °C, mM, mM, M) and punctuated 
(i.v., i.p., s.c., i.m., p.o., Vol., Fig., approx., temp., wt., etc.).


